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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 7,820 21.1 287 212.7 269 268.6 △1,278 ―
22年3月期第2四半期 6,455 ― 91 ― 73 ― △63 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △212.95 ―
22年3月期第2四半期 △10.54 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 15,636 7,720 48.7 1,267.79
22年3月期 17,129 9,127 52.7 1,502.31

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  7,610百万円 22年3月期  9,018百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 12.25 ― 12.25 24.50
23年3月期 ― 12.25
23年3月期 

（予想）
― 12.25 24.50

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,200 16.8 690 72.9 640 81.3 △1,190 ― △198.23



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）P.2「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 6,006,373株 22年3月期  6,006,373株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  3,245株 22年3月期  3,155株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 6,003,164株 22年3月期2Q 6,003,224株
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当第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)におけるわが国経済は、

企業収益や個人消費に緩やかな回復基調はあったものの、欧州財政の信用不安、米国経済の回復懸念

等、不透明な世界経済を背景とした急激な円高の進行及び雇用情勢の低迷により、先行き不透明なま

ま推移いたしました。 

物流業界におきましても、国際貨物の取扱量は、新興国の内需拡大を背景に回復基調ではあるもの

の、国内貨物の取扱量は引き続き低迷しており、総じて厳しい状況となりました。 

 このような経営環境の中、当グループは、国際物流分野及び３PL分野の拡充に取組んでまいりまし

た。その取組みとしましては、前連結会計年度に設立した米国子会社の営業を開始したほか、当グル

ープ経営資源の効率的運用を図るため、連結子会社である新英産業㈱の合併を行いました。 

原価面におきましては、使用材料や人員の有効活用、業務の内製化等、費用の削減に努めました。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高78億20百万円（前年同期比21.1％増）、

営業利益２億87百万円（前年同期比212.7％増）、経常利益２億69百万円（前年同期比268.6％増)とな

りました。なお、固定資産の減損に係る会計基準に基づき、土地価額が大幅に下落した事業所等につ

いて保守的に検証した結果、及び稼動率や収益性の低下した事業所等について最近の業績動向及び今

後の見通しを踏まえた結果、固定資産を回収可能価額まで減額し、当第２四半期累計期間において当

該減少額14億43百万円を減損損失として、特別損失に計上いたしました。また、投資有価証券評価損

及び資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額等による特別損失１億24百万円を計上したことによ

り、四半期純損失12億78百万円（前年同期は四半期純損失63百万円）となりました。 

  

セグメントの業績は次のとおりであります。 

① 梱包事業部門 

国際物流分野における海上貨物、医療機器関連の３PL分野の貨物取扱量が大幅に増加したほか、無

線通信機器の取扱量が堅調に推移いたしました。しかしながら、移動体通信機器の取扱量は減少いた

しました。 

この結果、当該部門の業績は、売上高56億66百万円、セグメント利益４億73百万円となりました。 

  

② 運輸事業部門 

梱包事業部門における貨物取扱量の拡大に伴い、国際物流分野における海上貨物及び無線通信機器

の取扱量が増加いたしました。また、医療機器関連の３PL分野の取扱量が堅調に推移いたしました。 

この結果、当該部門の業績は、売上高12億41百万円、セグメント利益38百万円となりました。 

  

③ 倉庫事業部門 

海上貨物を中心とした国際物流分野においては、企業の在庫調整が続いておりましたが、平成22年

前半からの輸出の回復に伴い荷動きが活発化したことにより、倉庫稼働率が減少いたしました。ま

た、医療機器関連の３PL分野における倉庫稼働率は前年同期と同水準で推移いたしましたが、その他

一部の倉庫において倉庫稼働率が大幅に減少いたしました。 

この結果、当該部門の業績は、売上高７億３百万円、セグメント利益39百万円となりました。 

１. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(１) 連結経営成績に関する定性的情報
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④ 賃貸ビル事業部門 

概ね前年同期と同水準で推移いたしました。 

この結果、当該部門の業績は、売上高２億８百万円、セグメント利益１億13百万円となりました。 

  

当第２四半期連結会計期間末の財政状況は、総資産は156億36百万円となり、前連結会計年度末に

比べ14億93百万円の減少となりました。主な内容は、以下のとおりであります。 

① 資産 

流動資産につきましては、58億18百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億38百万円減少いたし

ました。これは主に、受取手形及び売掛金の増加83百万円、繰延税金資産の増加15百万円、現金及び

預金の減少５億91百万円によるものであります。 

固定資産につきましては、98億17百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億55百万円減少いたし

ました。これは主に、有形固定資産において、減損損失による土地の減少12億34百万円、投資その他

の資産において、繰延税金資産の増加１億26百万円によるものであります。 

  

② 負債 

流動負債につきましては、37億63百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億50百万円減少いたし

ました。これは主に、１年内償還予定の社債の減少４億円によるものであります。 

固定負債につきましては、41億51百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億64百万円増加いたし

ました。これは主に、社債の減少56百万円、資産除去債務の増加３億73百万円によるものでありま

す。 

  

③ 純資産 

純資産につきましては、77億20百万円となり、前連結会計年度末に比べ14億６百万円減少いたしま

した。これは主に、利益剰余金の減少13億60百万円によるものであります。 

  

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の52.7％から48.7％となりました。 

  

平成23年３月期の連結業績予想につきましては、国際物流分野における海上貨物等の貨物取扱量の

大幅な増加、及び固定資産の減損損失を主とする特別損失の計上による影響等を勘案し、前回(平成

22年５月12日)発表の業績予想を修正しております。詳細は、平成22年10月25日公表の「減損損失の

計上及び業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。  

今後何らかの要因により業績予想を見直す必要性が生じた場合は、速やかに開示いたします。 

(２) 連結財政状態に関する定性的情報

(３) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

① 棚卸資産の評価方法 

当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

  

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

  

③ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す

る方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、または、一時

差異等の発生状況に著しい変化が認められたので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測

やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっておりま

す。 

  

④ 連結会社相互間の債権債務及び取引の相殺消去 

連結会社相互間の債権と債務の相殺消去 

当該債権の額と債務の額に差異が見られる場合には、合理的な範囲内で当該差異の調整を行わな

いで債権と債務を相殺消去しております。 

連結会社相互間の取引の相殺消去 

取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性が乏しいときには、親会社の金額に合わせる方法

により相殺消去しております。 

  

２. その他の情報

(１) 重要な子会社の異動の概要(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(２) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要
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① 会計処理基準に関する事項の変更 

Ａ.「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20

年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日)を適用しております。 

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ21百万円減少し、税金

等調整前四半期純損失は、139百万円増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産

除去債務の変動額は369百万円であります。 

  

Ｂ.「企業結合に関する会計基準」等の適用 

当第２四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20

年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準22号 平成20年12月26日）及び

「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号

平成20年12月26日）を適用しております。 

  

     ② 表示方法等の変更 

   「連結財務諸表に関する会計基準」の適用 

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づき財務諸表等規

則等の一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日 内閣府令第５号)の適用に伴い、当第２四半期連結

累計期間及び当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示して

おります。 

  

該当事項はありません。 

  

  

(３) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(４) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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３. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末

(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,272,459 2,863,745

受取手形及び売掛金 3,142,208 3,059,208

商品及び製品 40,266 50,920

原材料及び貯蔵品 101,466 83,718

繰延税金資産 129,724 114,170

その他 138,073 90,780

貸倒引当金 △5,211 △5,497

流動資産合計 5,818,987 6,257,045

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,768,730 6,888,018

機械装置及び運搬具（純額） 30,215 38,703

土地 1,046,050 2,280,343

リース資産（純額） 29,472 34,263

その他（純額） 23,244 18,848

有形固定資産合計 7,897,713 9,260,177

無形固定資産

リース資産 3,337 3,825

その他 26,934 11,940

無形固定資産合計 30,272 15,766

投資その他の資産

投資有価証券 274,721 302,091

繰延税金資産 807,144 680,464

その他 808,166 615,239

貸倒引当金 △864 △1,310

投資その他の資産合計 1,889,168 1,596,485

固定資産合計 9,817,153 10,872,429

資産合計 15,636,141 17,129,475
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末

(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,178,813 1,201,787

短期借入金 1,470,233 1,539,567

1年内償還予定の社債 112,000 512,000

リース債務 18,193 18,193

未払法人税等 134,666 93,383

賞与引当金 222,706 227,610

役員賞与引当金 － 1,500

その他 627,022 620,150

流動負債合計 3,763,635 4,214,191

固定負債

社債 611,000 667,000

長期借入金 1,597,274 1,526,471

リース債務 48,854 57,950

退職給付引当金 511,725 511,690

役員退職慰労引当金 － 4,100

長期預り金 1,008,394 1,018,754

資産除去債務 373,555 －

その他 852 1,491

固定負債合計 4,151,655 3,787,457

負債合計 7,915,291 8,001,648

純資産の部

株主資本

資本金 2,523,866 2,523,866

資本剰余金 2,441,128 2,441,128

利益剰余金 2,767,255 4,127,493

自己株式 △2,842 △2,792

株主資本合計 7,729,407 9,089,695

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 17,559 30,157

為替換算調整勘定 △136,240 △101,150

評価・換算差額等合計 △118,681 △70,993

少数株主持分 110,124 109,124

純資産合計 7,720,850 9,127,826

負債純資産合計 15,636,141 17,129,475
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(２) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間

(自 平成21年４月１日

 至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自 平成22年４月１日

 至 平成22年９月30日)

売上高 6,455,830 7,820,427

売上原価 5,415,929 6,494,554

売上総利益 1,039,901 1,325,873

販売費及び一般管理費

販売費 427,145 523,094

一般管理費 520,819 515,295

販売費及び一般管理費合計 947,965 1,038,390

営業利益 91,935 287,482

営業外収益

受取利息 11,442 4,862

受取配当金 2,685 3,235

受取保険金 3,498 3,752

雑収入 8,287 4,128

営業外収益合計 25,913 15,978

営業外費用

支払利息 38,732 31,908

為替差損 861 1,852

社債発行費 5,124 －

雑損失 4 149

営業外費用合計 44,722 33,910

経常利益 73,125 269,550

特別利益

固定資産売却益 7,409 5

投資有価証券売却益 － 403

貸倒引当金戻入額 708 1,236

賞与引当金戻入額 530 261

特別利益合計 8,648 1,907

特別損失

固定資産除却損 865 2,411

投資有価証券評価損 8,440 4,138

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 118,220

減損損失 55,840 1,443,133

特別損失合計 65,146 1,567,902

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純

損失（△）

16,627 △1,296,444

法人税、住民税及び事業税 44,389 118,250

法人税等調整額 32,034 △139,043

法人税等合計 76,423 △20,793

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △1,275,651

少数株主利益 3,490 2,716

四半期純損失（△） △63,286 △1,278,368
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【第２四半期連結会計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間

(自 平成21年７月１日

 至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間

(自 平成22年７月１日

 至 平成22年９月30日)

売上高 3,307,094 4,081,239

売上原価 2,739,990 3,403,319

売上総利益 567,103 677,919

販売費及び一般管理費

販売費 217,988 263,967

一般管理費 234,059 251,147

販売費及び一般管理費合計 452,048 515,114

営業利益 115,055 162,805

営業外収益

受取利息 5,901 2,622

受取配当金 505 1,033

受取保険金 3,452 3,694

雑収入 3,101 2,134

営業外収益合計 12,961 9,484

営業外費用

支払利息 19,296 15,655

為替差損 5,421 1,598

社債発行費 5,124 －

雑損失 3 50

営業外費用合計 29,846 17,304

経常利益 98,170 154,985

特別利益

固定資産売却益 7,409 5

投資有価証券売却益 － 403

貸倒引当金戻入額 578 1,136

特別利益合計 7,988 1,545

特別損失

固定資産除却損 713 7

投資有価証券評価損 8,440 －

減損損失 55,840 1,443,133

特別損失合計 64,994 1,443,140

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純

損失（△）

41,163 △1,286,609

法人税、住民税及び事業税 22,389 23,344

法人税等調整額 46,177 △52,709

法人税等合計 68,566 △29,364

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △1,257,244

少数株主利益 2,848 1,409

四半期純損失（△） △30,251 △1,258,653
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 該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日) 

  

 

(注)  １ 事業区分は「売上集計区分」によっております。 

２ 各事業の主な内容は次のとおりであります。 

(１) 梱包事業   電子、通信機器、硝子製品、工作機械等の梱包及び木箱製造等  

(２) 運輸事業   電子、通信機器、硝子製品、工作機械等のトラック輸送 

(３) 倉庫事業   保管、入出庫及び賃貸 

(４) 賃貸ビル事業 事務所、共同住宅の賃貸 

  

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日) 

  

 

(注)  １ 事業区分は「売上集計区分」によっております。 

２ 各事業の主な内容は次のとおりであります。 

(１) 梱包事業   電子、通信機器、硝子製品、工作機械等の梱包及び木箱製造等  

(２) 運輸事業   電子、通信機器、硝子製品、工作機械等のトラック輸送 

(３) 倉庫事業   保管、入出庫及び賃貸 

(４) 賃貸ビル事業 事務所、共同住宅の賃貸 

  

(３) 継続企業の前提に関する注記

(４) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

梱包事業 

(千円)

運輸事業 

(千円)

倉庫事業 

(千円)

賃貸ビル事業

(千円)

計 

(千円)

消去又は全社 

(千円)

連結 

(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に対する 

   売上高

2,189,124 613,599 399,908 104,462 3,307,094 ― 3,307,094

 (2) セグメント間の 

   内部売上高又は 

   振替高

― 1,832 ― ― 1,832 (1,832) ―

計 2,189,124 615,432 399,908 104,462 3,308,926 (1,832) 3,307,094

営業利益 171,474 9,492 58,353 38,686 278,006 (162,950) 115,055

梱包事業 

(千円)

運輸事業 

(千円)

倉庫事業 

(千円)

賃貸ビル事業

(千円)

計 

(千円)

消去又は全社 

(千円)

連結 

(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に対する 

   売上高

4,221,962 1,204,445 820,642 208,780 6,455,830 ― 6,455,830

 (2) セグメント間の 

   内部売上高又は 

   振替高

― 2,609 ― ― 2,609 (2,609) ―

計 4,221,962 1,207,054 820,642 208,780 6,458,439 (2,609) 6,455,830

営業利益 249,104 18,832 119,509 81,949 469,396 (377,461) 91,935
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前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日) 

  

 

(注) 国又は地域は、地理的接近度により区分しております。 

  

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日) 

  

 

(注) 国又は地域は、地理的接近度により区分しております。 

  

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日) 

  

 

(注) １ 国又は地域は、地理的接近度により区分しております。 

２ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日) 

  

 

(注) １ 国又は地域は、地理的接近度により区分しております。 

２ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

【所在地別セグメント情報】

日本 

(千円)

中国 

(千円)

計 

(千円)

消去又は全社 

(千円)

連結 

(千円)

売上高

(1) 外部顧客に対する

   売上高

2,864,734 442,359 3,307,094 ― 3,307,094

(2) セグメント間の 

  内部売上高又は振替高

2,253 603 2,857 (2,857) ―

計 2,866,988 442,963 3,309,951 (2,857) 3,307,094

営業利益又は営業損失(△) 287,036 △12,005 275,030 (159,974) 115,055

日本 

(千円)

中国 

(千円)

計 

(千円)

消去又は全社 

(千円)

連結 

(千円)

売上高

(1) 外部顧客に対する

   売上高

5,595,951 859,879 6,455,830 ― 6,455,830

(2) セグメント間の 

  内部売上高又は振替高

6,073 1,216 7,289 (7,289) ―

計 5,602,024 861,095 6,463,120 (7,289) 6,455,830

営業利益又は営業損失(△) 504,104 △40,363 463,741 (371,805) 91,935

【海外売上高】

中国 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 442,963 442,963

Ⅱ 連結売上高(千円) ― 3,307,094

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合(％) 13.4 13.4

中国 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 861,095 861,095

Ⅱ 連結売上高(千円) ― 6,455,830

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合(％) 13.3 13.3
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(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第

20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

１ 報告セグメントの概要 

当グループの報告セグメントは、当グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。 

当グループは、電子機器、工作機械等の梱包事業を中心とした物流事業を展開しており、その事業内容

及び相互関連性に基づいて事業を集約した結果、「梱包事業」、「運輸事業」、「倉庫事業」及び「賃貸

ビル事業」の４つを報告セグメントとしております。 

「梱包事業」は、電子、通信機器、硝子製品、工作機械、医療機器等の梱包及び木箱製造等を行ってお

ります。 

「運輸事業」は、電子、通信機器、硝子製品、工作機械、医療機器等のトラック輸送を行っておりま

す。 

「倉庫事業」は、保管、入出庫及び賃貸を行っております。 

「賃貸ビル事業」は、事務所及び共同住宅の賃貸を行っております。 

  

２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

 

  

【セグメント情報】

(単位：千円)

報告セグメント

合計

梱包事業 運輸事業 倉庫事業 賃貸ビル事業 計

売上高

(１) 外部顧客に対する

売上高

5,666,304 1,241,364 703,881 208,876 7,820,427 7,820,427

(２) セグメント間の 

    内部売上高又は 

    振替高

― 2,941 ― ― 2,941 2,941

計 5,666,304 1,244,306 703,881 208,876 7,823,369 7,823,369

セグメント利益 473,379 38,696 39,861 113,613 665,550 665,550
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当第２四半期連結会計期間(自 平成22年７月１日 至 平成22年９月30日) 

 

  

３ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項) 

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日) 

 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

当第２四半期連結会計期間(自 平成22年７月１日 至 平成22年９月30日) 

 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

４ 報告セグメントの変更等に関する事項 

該当事項はありません。 

  

(単位：千円)

報告セグメント

合計

梱包事業 運輸事業 倉庫事業 賃貸ビル事業 計

売上高

(１) 外部顧客に対する

売上高

2,976,207 647,370 353,223 104,438 4,081,239 4,081,239

(２) セグメント間の 

    内部売上高又は 

    振替高

― 163 ― ― 163 163

計 2,976,207 647,534 353,223 104,438 4,081,403 4,081,403

セグメント利益 248,940 16,000 22,608 56,983 344,533 344,533

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 665,550

セグメント間取引消去 14,832

全社費用(注) △392,900

四半期連結損益計算書の営業利益 287,482

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 344,533

セグメント間取引消去 7,416

全社費用(注) △189,144

四半期連結損益計算書の営業利益 162,805
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５ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

当第２四半期連結会計期間(自 平成22年７月１日 至 平成22年９月30日) 

(固定資産に係る重要な減損損失) 

当第２四半期連結会計期間において、土地価額が大幅に下落した事業所等及び稼働率や収益性の低下し

た事業所等について、最近の業績動向及び今後の見通しを踏まえた結果、固定資産を回収可能価額まで減

額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上いたしました。そのセグメント別減損損失の金額は以

下のとおりであります。 

 

  

  

 株主資本の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

  

  

(単位：千円)

報告セグメント

全社 合計

梱包事業 運輸事業 倉庫事業 賃貸ビル事業 計

減損損失 21,467 ― 1,419,263 ― 1,440,730 2,402 1,443,133

(５) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

(６) 重要な後発事象
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